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肝疾患相談支援センターだより

近畿大学病院 肝疾患相談支援センター
Kindai University Hospital, Liver disease consultation support center
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肝臓と〇〇 シリーズ 1第
回

肝腎要の肝臓と腎臓について
か ん じ ん か な め

ウイルス性肝炎の
感染経路と感染予防方法
ウイルス性肝炎の
感染経路と感染予防方法
おすすめレシピおすすめレシピ

うんどう
すること

もけんこ
うの

ひけつデ
ショ♪

￥

AED

受付
内科再診

内科

通院治療
センター

中 庭

バス停→

ロビー

※開門時間（平日・土曜のみ）
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肝疾患相談
支援センター ※患者支援センター

　窓口にお越しください

く
ん
レ
タ
ー

Tel.072-366-0221
https://www.med.kindai.ac.jp/liver/

お問合せ

性格
座右
の銘

おとなしくて温厚な性格。体を守ってくれるやさしい子で
す。普段からあまり怒ったり大声を出したりすることがな
いので、周りから気づかれにくいのが悩みどころ。

沈黙の臓器と呼ばれるほど、ほとんどの人が肝臓のピンチに気が付かな
いので、皆に大事さをもっと伝えたいと祈ったら、このような（かわいい）
姿にトランスフォームした肝臓。語尾は「デショ」。

あなたならボク（肝臓）を守ることができる
よ！！ってことデショ。

肝疾患相談支援センター イメージキャラクター

きゃんゾウくん

近畿大学病院 肝疾患相談支援センター
Kindai University Hospital, Liver disease consultation support center

どうぞ
よろしくデショ♪

can

肝 Doit！You

https://www.med.kindai .ac. jp/

facebookでも情報配信中！
@kindai .medicine 

2F
お聞かせください
みなさまの をお声

「肝腎要」（かんじんかなめ）ということばがあります。語源について調べたところ、「要」は扇の1本1本
の木をつなぐ部品に由来していました。
扇をひろげて腹部解剖の図を見比べていると、なるほど「肝臓」は消化管全体を束ねて全身とつなぐ、
文字通り「要」の臓器であることがわかります。
解剖学など存在しなかった時代に「肝腎要」ということばを創りだした先人達の慧眼に感嘆します。
肝腎要の肝臓と腎臓を大切にしましょう！

肝腎要の「要」とは？

小話帳のきゃんゾウくん
キニナル

Voice

ご意見や今後取り上げてほしい内容など
みなさまのお声をお聞かせください。

きゃんゾウくん
メッセージも
お待ちしております !

への まってる
デショ♪

CHECK!
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肝
腎
要
の
肝
臓
と
腎
臓
に
つ
い
て

肝
臓
や
腎
臓
が
わ
る
く
な
る
と

　
肝
臓
が
わ
る
く
な
る
と
、
老
廃
物
が
蓄

積
し
て
か
ら
だ
が
だ
る
く
な
り
、
十
分
な

ア
ル
ブ
ミ
ン
が
つ
く
ら
れ
な
く
な
り
浮
腫
や

腹
水
が
出
現
し
ま
す
。
ま
た
、
た
と
え
肝

臓
が
健
康
で
あ
っ
て
も
、
腎
臓
病
で
フ
ィ

ル
タ
ー
機
能
が
失
わ
れ
る
と
、
ア
ル
ブ
ミ

ン
が
尿
中
に
失
わ
れ
、
浮
腫
が
あ
ら
わ
れ

ま
す
。
血
液
検
査
の
ア
ル
ブ
ミ
ン
の
値
が
、

肝
臓
と
腎
臓
に
共
通
す
る
ひ
と
つ
の
指
標

に
な
り
ま
す
。

　
肝
臓
が
機
能
不
全
状
態（
肝
不
全
）に
な

る
と
、
腎
臓
の
働
き
も
急
速
に
悪
化（
腎

不
全
）す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
を

肝
腎
症
候
群
と
い
い
、
有
効
な
治
療
法
が

な
い
の
が
現
状
で
す
。
肝
臓
病
を
早
期
発

見
し
治
療
す
る
こ
と
で
肝
腎
症
候
群
へ
の

移
行
は
阻
止
で
き
ま
す
。
肝
腎
要
の
肝
臓

と
腎
臓
を
い
た
わ
り
ま
し
ょ
う
！

体
内
で
不
要
と
な
っ
た
薬
剤
や
ア
ン
モ
ニ
ア

な
ど
が
体
外
に
排
泄
さ
れ
て
い
く
の
で
す
。

　
ま
た
、
肝
臓
と
腎
臓
は
血
圧
の
調
整
に

お
い
て
も
連
携
し
て
い
ま
す
。
も
し
も
血

圧
が
低
下
し
て
腎
臓
に
お
け
る
血
流
が
低

下
す
る
と
、
腎
臓
に
お
い
て
レ
ニ
ン
が
産
生

さ
れ
ま
す
。
肝
臓（
ま
た
は
脂
肪
細
胞
）で

つ
く
ら
れ
た
ア
ン
ギ
オ
テ
ン
シ
ノ
ー
ゲ
ン
は
、

レ
ニ
ン
に
よ
っ
て
ア
ン
ギ
オ
テ
ン
シ
ン
I
と
な

り
、
さ
ら
に
肺
の
血
管
内
皮
で
つ
く
ら
れ

る
A
C
E
と
い
う
酵
素
で
ア
ン
ギ
オ
テ
ン
シ

ン
Ⅱ
に
変
換
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
自
体
に
も

血
管
の
収
縮
効
果
が
あ
り
、
血
圧
上
昇
作

用
が
あ
り
ま
す
し
、
ま
た
、
副
腎
と
い
う

腎
臓
の
上
に
あ
る
臓
器
に
作
用
し
て
ア
ル
ド

ス
テ
ロ
ン
産
生
を
促
し
ま
す
。
ア
ル
ド
ス
テ

ロ
ン
は
腎
臓
に
お
い
て
塩
分
や
水
分
の
再
吸

収
を
促
進
す
る
こ
と
で
血
圧
を
上
昇
さ
せ

る
働
き
が
あ
り
ま
す
。
肝
腎
の
み
な
ら
ず
、

肝
、
腎
、
肺
、
副
腎
と
い
う
広
範
な
連
携

プ
レ
ー
で
血
圧
も
適
正
に
維
持
さ
れ
て
い
る

の
で
す
。

肝
臓
と
い
ろ
い
ろ
な
臓
器
と
の
か
か
わ
り
に
つ
い
て
、

シ
リ
ー
ズ
で
と
り
あ
げ
て
い
き
ま
す
。

第
1
回
目
は
肝
腎
要
の
肝
臓
と
腎
臓
に
つ
い
て
お
話
し
し
ま
す
。

肝
臓
と
い
ろ
い
ろ
な
臓
器
と
の
か
か
わ
り
に
つ
い
て
、

シ
リ
ー
ズ
で
と
り
あ
げ
て
い
き
ま
す
。

第
1
回
目
は
肝
腎
要
の
肝
臓
と
腎
臓
に
つ
い
て
お
話
し
し
ま
す
。

肝
臓
と
〇
〇

1第
回

シ
リ
ー
ズ

は
、不
要
な
老
廃
物
の
排
泄
で
す
。肝
臓
は
、

油
に
と
け
る
性
質（
脂
溶
性
）の
あ
る
不
要

な
物
質
を
胆
汁
に
溶
か
し
て
腸
管
に
分
泌

し
、
便
と
し
て
排
泄
し
ま
す
。
一
方
、
腎

臓
は
、
水
に
溶
け
る
性
質（
水
溶
性
）の
あ

る
不
要
な
物
質
を
水
分
と
と
も
に
尿
と
し

て
排
泄
し
ま
す
。
腎
臓
の
尿
細
管
で
は
水

分
や
ミ
ネ
ラ
ル
を
再
吸
収
し
、
血
圧
や
血

中
塩
分
濃
度
を
厳
重
に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し

て
い
ま
す
。

肝
臓
と
腎
臓
の
連
携
プ
レ
ー

　
肝
臓
が
合
成
す
る
ア
ル
ブ
ミ
ン
は
、
血

管
内
に
水
を
保
持
し
身
体
が
む
く
む
こ
と

（
浮
腫
）を
防
い
で
い
ま
す
。
腎
臓
に
は
ア

ル
ブ
ミ
ン
や
そ
れ
よ
り
も
大
き
い
物
質
は

通
さ
な
い
フ
ィ
ル
タ
ー（
糸
球
体
）が
あ
り
、

血
管
内
の
水
分
量
を
適
切
に
た
も
つ
よ
う

に
肝
臓
と
腎
臓
が
協
力
し
あ
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
お
お
く
の
薬
剤
が
、
肝
臓
で
解

毒
さ
れ
て
胆
汁
中
に
排
泄
さ
れ
る
か
、
あ

る
い
は
水
溶
性
に
変
換
さ
れ
て
か
ら
腎
臓

か
ら
尿
中
に
排
泄
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
腸

内
細
菌
や
体
内
の
代
謝
で
産
生
さ
れ
る
有

毒
な
ア
ン
モ
ニ
ア
は
、
血
液
に
の
っ
て
肝

臓
に
は
こ
ば
れ
ま
す
。
ア
ン
モ
ニ
ア
は
肝

細
胞
の
中
の
ミ
ト
コ
ン
ド
リ
ア
で
オ
ル
ニ

チ
ン
を
用
い
て
分
解
さ
れ
て
尿
素
に
な
り

ま
す
。
こ
の
化
学
反
応
を
尿
素
回
路（
ま

た
は
オ
ル
ニ
チ
ン
回
路
）と
い
い
ま
す
。

尿
素
は
腎
臓
か
ら
尿
中
に
排
泄
さ
れ
ま
す
。

　
肝
臓
と
腎
臓
の
見
事
な
連
携
プ
レ
ー
で
、

腎
臓
は
ど
こ
に
あ
る
の
？

　
腎
臓
は
お
な
か
の
中
の
背
中
側（
後
腹

膜
と
い
い
ま
す
）に
左
右
1
対
あ
り
ま
す
。

そ
ら
豆
の
よ
う
な
形
を
し
て
お
り
、
長
径

は
約
10
c
m
、
重
さ
は
1
0
0
〜
1
5
0

グ
ラ
ム
く
ら
い
で
す
。
右
の
腎
臓
は
肝
臓

の
真
下
に
あ
り
、
腹
部
超
音
波
検
査（
エ

コ
ー
）で
は
肝
臓
と
右
腎
を
同
時
に
観
察

し
て
脂
肪
肝
か
ど
う
か
を
診
断
す
る
目
安

に
し
ま
す
。

肝
臓
と
腎
臓
の
は
た
ら
き
は
？

　
肝
臓
と
腎
臓
に
は
い
ろ
ん
な
働
き
が
あ
り

ま
す
が
、
共
通
す
る
主
な
働
き
の
ひ
と
つ

肝臓と〇〇 シリーズ 肝腎要の肝臓と腎臓について1第
回

依田  広
近畿大学医学部
消化器内科 講師

肝臓
重さ 1200～1500 グラム

腹腔内の上部～右上

尿中ビリルビン＋
なし

薬剤・アルコール・アンモニア等の解毒、
吸収した栄養分の代謝・貯蔵、血小板増殖因子産生

位置

働き

機能にかかわる
おもな血液検査項目

アルブミン、コリンエステラーゼ、総ビリルビン、
プロトロンビン活性、アンモニア、尿素窒素、

総コレステロール、血糖

100～150 グラム（×２個）
腹腔後方の左右（後腹膜臓器）

尿蛋白＋、尿潜血＋
あり

老廃物排泄、体内水分量調整、ミネラル濃度調整、
血圧維持、赤血球増殖因子産生

クレアチニン、尿素窒素、
ナトリウム、カリウム、カルシウム、リン、

重炭酸イオン、アルブミン

障害時の尿検査項目
人工臓器

腎臓

食欲低下、からだがだるくなる、皮膚や目が黄色くなる、
足や手がむくんで腫れる、おなかが張る、出血傾向、掻痒感など機能低下時の症状

食欲低下、からだがだるくなる、
足や手がむくんで腫れる、貧血など

肝臓

腎臓

肝臓と腎臓の連携プレー

肝臓と腎臓をいたわることが大切です
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肝
炎
ウ
イ
ル
ス
は
空
気
感
染
し
ま
せ
ん

の
で
左
記
の
様
な
行
為
で
は
、
感
染
し
ま

せ
ん
の
で
正
し
い
理
解
が
必
要
で
す
。

　
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
し
て
い
る
か
ど

う
か
は
、
血
液
を
採
取
し
て
わ
ず
か
な
時

間
の
検
査
で
、
数
週
間
で
結
果
を
知
る
こ

と
が
で
き
る
の
で
感
染
が
疑
わ
れ
る
場
合

は
、
早
め
に
治
療
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
、

肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査
を
受
け
る
こ
と
を
お

勧
め
し
ま
す
。

　
肝
炎
と
い
う
病
気
は
、「
肝
臓
に
炎
症
が

起
き
て
い
る
状
態
」、
す
な
わ
ち
肝
臓
の
細

胞
が
炎
症
に
よ
っ
て
、
破
壊
さ
れ
て
い
る

状
態
に
な
っ
て
い
る
状
況
を
指
し
ま
す
。

 　
肝
炎
が
起
こ
る
原
因
と
し
て
は
、
い
く
つ

か
分
か
っ
て
い
ま
す
が
、
一
般
に
は
左
記

の
通
り
に
分
類
さ
れ
て
い
ま
す
。

ウ
イ
ル
ス
性
肝
炎
の

感
染
経
路
と
感
染
予
防
方
法

ウ
イ
ル
ス
性
肝
炎
の

感
染
経
路
と
感
染
予
防
方
法

近畿大学医学部
消化器内科 特命准教授
萩原  智

肝
炎
と
は
ど
ん
な
病
気
で
す
か
？

ウ
イ
ル
ス
性
肝
炎
の

感
染
経
路
は
？

感
染
予
防
は

ど
う
す
れ
は
良
い
で
す
か
？

　
ウ
イ
ル
ス
は
ヒ
ト
の
体
内
に
侵
入
し
て

増
殖
し
ま
す
。
ウ
イ
ル
ス
性
肝
炎
と
は
、

肝
臓
特
異
的
な
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
に
ヒ
ト
が

感
染
し
て
、
肝
臓
の
細
胞
が
壊
れ
て
い
く

病
気
で
す
。
肝
臓
は
他
の
臓
器
に
比
べ
て

再
生
能
力
が
高
く
、
例
え
ば
手
術
で
半
分

を
切
り
取
っ
て
も
元
の
大
き
さ
ま
で
再
生

で
き
ま
す
。

　
逆
に
、 
ウ
イ
ル
ス
性
肝
炎
に
な
る
と

徐
々
に
肝
臓
の
機
能
が
失
わ
れ
、
つ
い
に

は
肝
硬
変
や
肝
が
ん
と
い
っ
た
、
再
生
不

可
能
な
病
気
に
進
行
し
て
し
ま
い
ま
す
。

主
な
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
に
は
Ａ
〜
Ｅ
型
が
あ

り
、
な
か
で
も
、
B
型
肝
炎
及
び
C
型
肝

炎
ウ
イ
ル
ス
の
患
者
・
感
染
者
は
合
わ
せ

て
3
0
0
万
人
を
超
え
て
お
り
、
国
内
最

大
の
感
染
症
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
に
は
口
か
ら
入
り
、
腸

を
通
じ
て
肝
臓
に
運
ば
れ
る
も
の
（
経
口

感
染
）
と
傷
つ
い
た
皮
膚
・
粘
膜
や
血
管

か
ら
入
り
、
血
流
に
よ
り
肝
臓
に
運
ば
れ

る
も
の
（
血
液
感
染
）
と
が
あ
り
ま
す
。

　
A
型
・
E
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
は
、
ウ
イ

ル
ス
が
口
か
ら
入
る
、
食
べ
物
と
一
緒
に

感
染
す
る
場
合
が
多
く
、
糞
便
中
に
出
さ

れ
た
ウ
イ
ル
ス
が
手
に
つ
い
て
感
染
す
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
B
型
・
C
型
・
D
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
は
、

輸
血
・
静
脈
注
射
で
感
染
す
る
事
が
多
く
、

針
刺
し
事
故
・
性
交
渉
・
母
児
感
染
な
ど

で
も
感
染
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
Ｂ
型
及
び
Ｃ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
は
、
主

に
血
液
に
よ
っ
て
人
か
ら
人
へ
と
感
染
し   

ま
す
。
感
染
を
防
ぐ
に
は
、
他
人
の
血
液

に
安
易
に
触
れ
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
が

重
要
で
す
。
ま
た
Ｂ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
は
、

ウ
イ
ル
ス
に
感
染
し
て
い
る
人
と
の
性
交

渉
で
感
染
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
例
え

ば
左
記
の
行
為
に
注
意
が
必
要
で
す
。

ウ
イ
ル
ス
性
肝
炎
と
は
？

❶ウイルスによるウイルス性肝炎
❷アルコールによるアルコール性肝炎
❸薬物や毒物、化学物質による薬剤性肝炎
❹異物を排除するための免疫系が破綻
して、自分自身を攻撃してしまうことに
よる自己免疫性肝炎

❶歯ブラシ・カミソリなど血液がついている可能性のある
ものを他の人と共用しない

❷他の人の血液に触るときは、ゴム手袋を着ける
❸注射器や注射針の共用を行わない
❹入れ墨やピアスをするときは、適切に消毒された器具で
あることを必ず確かめる

❺性行為にはコンドームを使用する
※Ｂ型肝炎は、予防接種（任意接種）もあります。（Ｃ型肝炎の
予防接種はありません）

日本では、肝炎の多くが
「ウイルス性肝炎」と
言われています。

感染リスクのある行為感染リスクのある行為

❶くしゃみ　❷握手をする　❸食器の共用
❹同じお風呂やトイレの利用 など

感染リスクのない行為感染リスクのない行為

肝炎ウイルスは
空気感染はしません。
正しい理解が必要です。

感染経路は

の2種類があります

経口感染
血液感染
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お
す
す
め
レ
シ
ピ

栄養部

RE

COM M E NDED

R E C I P E

き
ゃ
ん
ゾ
ウ
く
ん
の

食
塩
を
控
え
る

　
食
塩
摂
取
過
剰
は
血
圧

を
上
昇
し
、
腎
臓
を
悪
く

す
る
だ
け
で
な
く
、
腹
水

貯
留
に
つ
な
が
り
ま
す
。

食
塩
摂
取
過
剰
と
な
る
食

品
、
料
理
、
食
べ
方
に
当

て
は
ま
り
ま
せ
ん
か
。

　
肝
臓
病
か
ら
腎
臓
が
悪
く
な
る
頃
に
は
、腹
水
貯
留
、食
欲
低
下
、

低
栄
養
が
み
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
で
す
。普
段
か
ら
血
圧
を
適
正
に

保
ち
、腎
臓
を
悪
く
し
な
い
こ
と
と
、食
事
か
ら
十
分
に
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
確
保
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

おにぎり
たべて

げんきに
なるデシ

ョ

腎
臓
を
悪
く
し
な
い

　
腎
臓
を
悪
く
し
な
い
た
め
の
栄
養
管
理
の
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
は
食

塩
摂
取
が
過
剰
と
な
ら
な
い
こ
と
で
す
。
食
塩
摂
取
が
過
剰
と
な
れ

ば
、
高
血
圧
症
を
発
症
さ
せ
慢
性
腎
臓
病
に
つ
な
が
り
ま
す
。
こ
こ

で
の
食
塩
は
塩
化
ナ
ト
リ
ウ
ム
を
指
し
ま
す
。
血
圧
上
昇
の
メ
カ
ニ

ズ
ム
は
、
食
塩
の
摂
取
過
剰
に
よ
り
、
血
液
中
の
ナ
ト
リ
ウ
ム
濃
度

が
濃
く
な
り
、
身
体
は
ナ
ト
リ
ウ
ム
濃
度
を
一
定
に
保
と
う
と
す
る

た
め
に
、
血
管
の
外
に
あ
る
水
が
血
管
の
中
に
引
き
込
ま
れ
、
血
液

の
量
が
増
え
ま
す
。
血
液
量
が
増
え
る
こ
と
で
血
管
の
壁
に
圧
力
が

か
か
り
、
血
圧
が
上
昇
し
ま
す
。

エ
ネ
ル
ギ
ー
確
保

　
食
欲
低
下
時
に
摂
取
し
や
す
い
も
の
は
、
果
物
、
ゼ
リ
ー

の
よ
う
な
口
当
た
り
の
よ
い
も
の
が
食
べ
や
す
い
で
す
が
、

十
分
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
確
保
で
き
ま
せ
ん
。
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
確
保
す
る
た
め
に
は
、
米
飯
、
麺
類
、
パ
ン
の
よ
う
な

主
食
を
摂
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
今
回
は
食
欲
低
下
時
で

も
食
べ
や
す
い
お
に
ぎ
り
の
レ
シ
ピ
を
紹
介
し
ま
す
。

肝
臓
と
腎
臓
に
よ
い
栄
養
に
つ
い
て

分

調理時間

10

ご飯は炊きたて、又はレンジで温めなおしておく。

おにぎり３種（１人分）

作り方

青しそとろろおにぎり
米飯･･････････････ 80g
青しそ･････････ 0.5枚
とろろ昆布･･････適量
塩 ･･･････････ 1つかみ

おかかごまおにぎり
米飯･･････････････ 80g
花かつお ････････適量
すりごま ････････適量
醤油 ･････ 小さじ1/2

コーンバターおにぎり
米飯･･････････････ 80g
コーン缶 ････････ 15g
バター･･･････1ｃｍ角
塩･･･････････ 1つかみ

材料

だしまき卵と青菜のポン酢和え

青しそはせん切りに
し、ごはんに混ぜ込
みおにぎりを作る。
にぎったおにぎりに
とろろこんぶを巻く。

1

2

青しそとろろおにぎり

白ごま、花かつお、
しょうゆを合わせて
ご飯に混ぜおにぎり
を作る。

1
おかかごまおにぎり

コーン缶は水気を
切っておく。
ご飯にコーン缶、バ
ターを混ぜ込みお
にぎりを作る

1
2

コーンバターおにぎり

□みそ汁など汁物をよく飲む
□麺類の汁を飲む
□漬物・干物・練り製品・肉加工
品等の加工食品をよく食べる
□おかずをたくさん食べる
□醤油・ソースをよくかける
□外食・総菜の利用が多い

当てはまれば要注意！

 ※おにぎりのみ

◎430kcal ◎たんぱく質7g  
◎糖質85g ◎食塩1.5g

 栄養価
（1人当り）

組み合
わせ例
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病気になったらどんな料理をたべたらいいの？肝臓にやさしい料理ってどんなもの？
体
に
い
い
も
の
を
食
べ
た
い
け
れ
ど
、
手
が
こ
ん
だ
も
の
は
ち
ょ
っ
と
苦
手
。
も
っ
と
気
軽
に
で
き
る
も
の
、
お
し
え
て
ほ
し
い
な
。


